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市          τι晴け ′

書衣着火とは,調理中にこんうの火が袖□に燃え移るなど、何らかの人が着ている1長に
書火した火災をいいます。令和元年5月 1日現在、市内では首衣薔火による住宅火災が6
件発生しており、既に昨年1年間の発生件数に達しています。

着ま書火の事例
0ガスこんろで備理中、ガスこんろに近づいたところ
ガスこんろの炎が衣服の袖□に壱火し受颯

0仏瞳のローツクの人をつけたまま供えたこはんを
下げようとした際に袖□に雷火し受傷

書ま薔火肪山笏批C小 ま日にスが,ι lt●●引ヨチ・・

0こんろを使用するときは、衣服に火が

つかないように袖□をまくる.

◆燃えにくい緊材でできている衣服や、防炎

エプロンや袖カバーの使用を0がける。
※防■認定されている製品は以下のマークがあ

ります。

防英製品認定のラベ′

もし 脅中に火がついたら  ‐

『 ピタッ コロッ ゴロン 1』

倒れて ⇒ 左右に転がる

「dタコ●ゴコン」をして消火します。

1‐ ¨ … … … … …
‐ ‐ ‐ ‐ ‐

～ 今年も「こんう火災Jにご注意 ′′～
昨年一年間に、青葉区内で発生眈 火災の出火原因の1位は「こんろJです.
また、こんろ火災のうち半数以上が、こんろの使用放置や消し忘れが原因です.

火災予防のために、人の取り扱い中に離れないこと、常にグリルの清掃やこんろ周りの

奎理菫頓を是非行ってください。



お祭ιIなどを主催する皆様ヘ

夏ィ 入りますと 地:ヨでの夏祭り0納涼祭 3踊りなど薇｀なイベントが地i或で開催

される手節にな
llます

糠浜市では、こうした「多数の者の集合する催しJが安全に開催されるよう 横浜市大

災予防条例により催しの火災予防対策をお願いしています

届出が必要になる「多数の者の実含する催 しJとは

一時自oに一定の場所に多数の集客が予想されるものをいい 主に下記が該当します.

●

―

などの取り猥いを笙店業者が行う場合

×対象火気器具と|ま、波体燃料 (ガソリン与セ

(炭等)なとを熱源とする こんろ 発電機

●露6美煮以夕ヽでも自治会の区域を超えて チラシを西:市
る場合を掲 します.

したつなど 広く広報してい |

気体燃型エフ

…

、固体燃料

ス トープ などの雷具をいいます

t葉会の施設とけ来 都抗の,J
,1な ります

また

こ不明

ご違沿<

催しを行う際に塁嘲 火器なとの消火準備をしてください

な点やご相談がありましたら、,葉消防署 予防課予防係 045-974-0119ま で

ださい
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今後■■など0大きな災ぎ
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こオt=よ り大規模■吉が発■した際に ス攻法ブ、1団
辺 l■民が  |ヽ成的に Itl互 に,力 し技古嘔ilに弩つていくこと


